
風俗営業許可の人的要件チェックシート

欠格事由 申請者 役員 管理者

❶ 破産手続開始の決定を受けたあと、復権を得ていない。 □ □ □

❷ １年以上の拘禁刑を受け、その執行終了から５年を経過していない。 □ □ □

❸

次の法律に規定された犯罪で、１年未満の拘禁刑や罰金刑を受け、その
執行終了から５年を経過していない。

風営法／刑法／組織犯罪法／売春防止法／児童買春・児童ポルノ禁止法／性的姿
態撮影等処罰法／労働基準法／船員法／職業安定法／児童福祉法／船員職業安定
法／出入国管理・難民認定法／労働者派遣法／技能実習法

□ □ □

❹ 集団的または常習的に暴力違法行為を行うおそれがある。 □ □ □

❺ アルコールや薬物中毒がある。 □ □ □

❻ 心身の故障により適正な営業や管理者業務ができない。 □ □ □

❼
風俗営業許可取消しの日から５年を経過していない。（取消処分に係る
聴聞公示日前60日以内に役員であった場合を含む。） □ □ □

❽
申請法人と密接な関係を有する親会社・子会社・関連会社等が許可取消
処分を受け、その取消しから５年を経過していない。 □

❾

営業所への立入検査後に、許可取消処分を免れる目的で許可証を返納し、
または会社分割・合併等により営業を承継し、その返納日または承継日
から５年を経過していない。（営業所への立入検査日または許可取消処
分に係る聴聞の公示日前60日以内に役員であった場合を含む。）

□ □ □

❿ 営業に関し成年者と同一の行為能力を有しない未成年者。 □

⓫ 事業活動に支配的影響力を持つ反社会的勢力がいる。 □

⓬ 未成年者。 □

申請者・役員・管理者のそれぞれについて、

以下のチェック項目に該当する場合はチェックを入れてください。

人的要件とは？

風俗営業許可を受けるには、申請者・役員・管理者が風営法で

定める「欠格事由」に該当しないことが必要です。

✓
チェックが１つでもあると、

風俗営業許可を受けることができません。
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